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報道関係者 

出版関係者 各位 

国立民族学博物館 

広報企画会議長 山中 由里子 

 

報道関係者と民博との懇談会のご案内 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 本館の広報活動については、平素から格別のご支援をいただき誠にありがとうございます。 

 さて、本館の研究や展示についての旬な話題をより詳しくお伝えするために、標記懇談会を下記のとおり開催い

たしますので、ご多用のこととは存じますが、是非ご出席くださいますようご案内申し上げます。 

 なお、今回の懇談会については、館内の会議室での開催にあわせて、Web会議システム（Zoom）による配信を行

います。懇談会は事前申込制とさせていただきますので、別紙の報道関係者と民博との懇談会参加申込書に必要事

項を記載のうえ7月14日（火）までにメールにてご返信ください。 

  来館での参加を希望される方は、本紙を印刷、またはスマートフォンで表示した画面を自然文化園窓口（車両の

方は迎賓館口）にてご提示ください。同園内を無料でご通行いただけます。 

 

敬具 

記 

日 時：令和   8年  7月 16日（木）15:30 ～ 17:00 第１会議室 

※懇談会終了後、お時間のある方は引き続き館長室にてご懇談ください。 

 

 

○主な話題    
 

・最新の研究 特別客員教授就任について        （話者：島村一平教授、高野秀行特別客員教授） 

・企画展「トレス海峡（ゼナドスケス）と日本――大島襄二写真コレクションから見た交流と歴史」   

（話者：丹羽典生教授） 

・国立民族学博物館特別展・令和8年度アイヌ工芸品展「沙流川に生きる ――サルンクㇽの近代  

Nupursar kotan ta: sinrit orwano tan te pakno」                        （話者：齋藤玲子准教授） 

・最新の研究 『海道の人類史―海域アジア・オセアニアの基層文化論』（海域アジア・オセアニア叢書１） 

                                        （話者：小野林太郎教授） 

※話題の詳細については、別紙「話題一覧」をご参照ください。 

 

 



 

報道関係者と民博との懇談会参加申込書 
 

 

 
報道関係者と民博との懇談会に、 

 

 

ZOOMにて参加する           来館して参加する 

 

 

 

貴社名                     

 

御職名                     

 

御芳名                     

 

 

メールアドレス(ZOOM参加者のみ) 

 

                            

（こちらのアドレスにZOOMのミーティング用URLを送付します。） 

 

 

 

【ZOOMについて】 

 

・ZOOM参加メールは後日に配信します。メールに ZOOMのミーティング用URLを記載しております

のでご確認ください。 

・7月16日（木）15:15から接続が可能となりますので、参加メールに記載のURLからミーティン

グルームにお入りください。 

・ミーティングルームに入室の際はご所属と氏名をご表示ください。 

※事前にZOOMアプリのインストールをお願いします。 

※懇談会開始時に参加者全員に強制ミュートをかけさせていただきます。 

※懇談会中はミュート設定をオンにし、音声が出ないようにお願いします。 

  質問や発言をしたい場合、ミュートをオフにしていただければ司会者が指名します。 

  不適切な発言等により進行に支障が生じる場合は退室いただく場合がございます。 



 
報道関係者と民博との懇談会 話題一覧 

2026 年 7 月 16 日(木)15:30～17:00  懇談会 
 

１． 挨拶 
 

２． ニュースリリース 
●みんぱくの最新情報と今後３カ月の行事をご案内いたします。 
 

３． 最新の研究紹介 
 

『特別客員教授就任について』 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 関 雄二 (館長) ― 

 

 

 
― 山中 由里子 (議長) ― 

 

 

 

― 島村 一平（人類文明誌研究部 教授）― 

― 高野 秀行（作家・人類文明誌研究部 特別客員教授）― 

 

特別客員教授就任の抱負や今後やりたいこと、最近出版された著書などについて語ります。 

高野 秀行 
ノンフィクション作家。 
主な著書に『ワセダ三畳青春記』（集英社）、『未来国家ブータン』（集
英社）、『イラク水滸伝』（文芸春秋）など。 
探検家の山田高司氏とのチームで『イラクの巨大湿地帯（アフワール）
探検』により、2023植村直己冒険賞を受賞。 
2026年 6月に新刊『メソポタミアのボート三人男』（集英社）発売。 
 
研究部／研究部門 
     人類文明誌研究部 特別客員教授 
就任日  令和 8 年 4月 1 日～ 

  
撮影：森清 



４． 企画展「トレス海峡（ゼナドスケス）と日本――大島襄二写真コレクションから見た

交流と歴史」 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

会  期：2026 年 9 月 10 日（木）～ 12 月 15 日(火) 

会  場：本館企画展示場 

観覧料：一般 780 円、大学生 340 円、高校生以下無料  

※観覧料割引についてはホームページでご確認ください 

※本館展示もご覧いただけます 

 

 

 
 

５． 国立民族学博物館特別展・令和 8年度アイヌ工芸品展「沙流川に生きる  

――サルンクㇽの近代 Nupursar kotan ta: sinrit orwano tan te pakno」 
 

 

 

 

 

 

 
会  期：2026 年 9 月 25 日（金）～ 12 月 15 日(火) 

会  場：特別展示館 

観覧料：一般 1,200 円、大学生 600 円、高校生以下無料  

※観覧料割引についてはホームページでご確認ください 

※本館展示もご覧いただけます 

 

 

 
― 齋藤 玲子（学術資源研究開発センター 准教授） ― 

 
 

― 丹羽 典生（超域フィールド科学研究部 教授） ― 

 
 

日高山脈に源を発し太平洋に注ぐ沙流
さ る

川の流域では、古くから多

くのアイヌ民族が暮らし、現在まで歴史を刻んできました。本展で

は、この流域で集められた工芸品のなかから、作り手・使い手が明ら

かなものを写真・文書・子孫の言葉とともに紹介します。そうするこ

とで、近代以降の急激な変化のなかを生きてきた人びとの姿を照ら

し出し、現代を生きる人びとへのつながりをたどります。 

オーストラリア最北部のパプアニューギニア国境沿いに位置し、

独自の文化をもつ先住民がくらすトレス海峡。 

近年、ゼナドスケスとも呼ばれるこの地は、明治時代に日本人が

移住し、大規模なコミュニティを築いた場所です。 

本企画展では、1970 年代に日本の調査隊が記録した膨大な写真

資料を中心に、島々のくらしが様変わりする姿を紹介します。写真

を通じて、いまもなお続く日本と現地社会との温かな絆や、歴史を

未来へつなぐ取り組みを紹介します。 

https://www.minpaku.ac.jp/ai1ec_event/69812
https://www.minpaku.ac.jp/ai1ec_event/69685


６． 最新の研究紹介 

『海道の人類史―海域アジア・オセアニアの基層文化論』 
（海域アジア・オセアニア叢書１）』 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

 

 

― 小野 林太郎（学術資源研究開発センター 教授）― 

本書は東南アジア・オセアニアの海域世界におけるオーストロ

ネシア語族系の人々の衣食住に関する基層文化について、自身の

研究を踏まえ、最新の考古・人類学的なデータを紹介しつつ論じ

たものです。 

 

         

  

https://www.minpaku.ac.jp/post-goods/71000
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